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「将来なりたいのは？」 

  学研教育総合研究所が調査して公表した「幼児・小学生・中学生・高校生白書

2025」というものがあります。調査の対象は、幼児とその保護者 1,200 組、小学

生とその保護者 1,200 組、中学生とその保護者 600 組、高校生 600 人ということ

です。子供たちの生の声を反映させているということで、今までの選択式から、

自由回答方式に変更したということです。その中に、「将来つきたい職業」の項目

がありますので、今回はそのことに関係した話をしていきたいと思います。調査

の結果は以下のとおりです。 

 
【学研教育総合研究所「幼児・小学生・中学生・高校生白書 2025」から】 

 

小学生の１位がネット配信者であることは、まさに時代の現れであり、デジタ

ルネイティブならではの特徴だと思います。３位以降には、「警察官」「学校の教

員」「医師」といった職業があがっており、安定志向も垣間見えます。 

中学生・高校生となると、より一層安定志向が強まるためか、職業の選択肢もよ

り現実的な傾向がみられます。 

 就きたい職業の傾向は、時代や年代によって異なりますが、小学生の頃から夢

を持つ人は、それを叶える割合が高いと言われています。これは夢を持つことの

大切さを表しているのだと思います。 

 現代では AI などが生活に入り込み、今後残っていく職業も少なくなると言われ

ています。どのような世の中になるのか、不透明な時代だからこそ自分に何がで

きるのか、何をしたいのかと夢やビジョンを持つことが大切ではないでしょうか。 

 夢と言われると、職業を連想するかもしれませんが、「どんな家庭を築きたいか。」
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「どんな人間関係の中で生きていきたいか。」という人生の理想像を持つことも立

派な夢だと思います。私も夢を持って、その夢に向かって人生を豊かなものにし

ていきたいと思います。 

 

最後に、吉田松陰が残した言葉を紹介したいと思います。 

「死を想え」「自分の命は今日で終わり」そう思ったとたん、視界から余計なも

のがきれいさっぱり消えて、自分がこれからどこに向かうべきか、目の前に太く

て真ったいらな道が、一本伸びているんです。 

【参考文献：サンクチュアリ出版「覚悟の磨き方」 超訳吉田松陰 編訳 池田貴将】 

先日、スマホで LINE を確認しようとしたら、いきなり動画が出てきたことがあり

ます。動物の殺し合いのもので驚きました。おそらく生成 AI を使用した課金目的の

フェイクニュースと思われました。私たちを取り巻く生成 AI のフェイクニュースは

SNS を中心とする動画、口コミなどであふれています。背景には、各種アプリを使用

した動画を誰もが簡単に自由に作れてしまい、悪意を持ったものや他人の人権を毀

損するものなどが次から次に作成できることにあります。多くは課金を目的にして

いるものや自分の主義主張を宣伝するもののようです。お金のために噓の動画を作

るというのも情けない話ですが、日本だけでなく世界中にそのような人たちがたく

さんいるのが現実ですね。コンピューターの計算方法でアルゴリズムがありますが、

一度見ると関連の動画が次々に出てきて困る経験はどなたもしているのではありま

せんか。 

ニセ動画は事件が起こると激増します。東北の山火事の際にはレーザー光線が原

因だ、熊本地震の時には動物園からライオンが逃げた、子供が家に閉じ込められた

ので助けてほしいなどなど。最近は高齢者向けに、存在しない医者が存在しない健

康法を伝えているようです。このような混乱は SNS 運営会社にも責任があると世界

各国で裁判が展開されており、日本でも運営会社の責任を問えるよう法律制定作業

が進んでいます。 

いま私たちができることは何でしょうか。動画を見なければいいだけの話ですが、

ひとつのヒントは投稿者を見るということのようです。投稿者のプロフィールを見

ると投稿履歴がわかります。中身より人を見ることで、この人は過去、災害時にニ

セ動画を流している人か分かるそうです。そして私たちはたとえ本当の話であって

も拡散はしないこと。重大事件発生の際には、メディアがどう伝えているかが大事

だと改めて思います。正確な情報を伝えるのが報道各社の責任です。新聞、TV、ラ

ジオはどう伝えているかが大事なポイントのようです。この頃は各新聞とも記事の

最後に担当記者の名前を入れています。とても信頼できると思います。動画の投稿

者は決して本当の名前を名乗りませんから。世間の動きに疎い私はこれからも騙さ

れることはあるでしょうが、拡散だけはしないようにしたいと思いました。 

肘かけ椅子          

「ニセ動画について思いました」 
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